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 令和６年２月２６日 

 

杉戸町議会議長 

伊藤 美佐子 様 

 

議席番号１３番 伊藤 美佐子 

 

政務活動結果報告書 

 

下記の通り、視察を行いましたので、報告いたします。 

 

１．視察日:令和６年１月２３日（火）～１月２４日（水）の２日間 

 

２．目的・場所 

 （１）１月２３日（火） 

    静岡県熱海市 「庁舎建設の取り組みについて」  

 （２）１月２４日（水） 

    兵庫県神戸市 阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」 

  

３．視察内容 

 （１）静岡県熱海市 「庁舎建設の取り組みについて」 

  ① 静岡県熱海市の概要 

静岡県最東部に位置する人口約３万４千人、総面積６１．７７平方キ

ロメートルの市で、熱海温泉などの温泉街があります。地形はほとんど

が丘陵であり、別荘地や住宅地なども多くが高台にあり、道路も勾配の

急な坂が多い場所です。 

 

② 事業概要 

１．経緯 

平成１７年７月 基本構想策定（当初案：６階建 ４０億） 

平成１８年９月 現市長就任  

財政事情により建設の１年延期と規模の縮小が決定 

平成１８年 基本設計 

平成２０年３月 A案、B案、C案市民投票 

写 
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平成２０年８月 新庁舎建設延期を発表 

平成２１年   分庁化に向けて方向転換 

平成２２年７月～平成２３年３月 第３庁舎（旧文化会館）改修工事 

平成２４年６月～平成２６年３月 新庁舎（第１庁舎・消防庁舎）建設 

       

２．新庁舎概要 

建物名称：熱海市第１庁舎・消防庁舎 

指定建ぺい率：８０％（防火地域内耐火建築物 １００％） 

指定容積率：４００％ 

工期：平成２４年６月２２日～平成２６年３月３１ 

工法：システム建築工法 → 低コスト、短工期、品質の均一性、 

外壁パネル GRCの採用 

     敷地面積：２９４４．２３㎡ 

     建築面積：１９１２．１０㎡（建ぺい率６４．９４％） 

     延べ床面積：５６９９．９９㎡（容積率１９３．５９％） 

     構造規模：鉄骨造 地上４階建て 

耐用年数：建物の法定耐用年数 ＝ ３８年 

 

３．事業予算 

 第１庁舎建設事業費  １６億２２２６万円 

 第３庁舎改修事業費   ３億３２８５万円 

 解体工事費       １億６２４０万円 

 立体駐車場建設事業費  ２億５０００万円 

    合 計     ２３億６７５１万円 

 

※ 第１庁舎財源：起債 １１億１３３５万円  

       基金繰入 ３億３９０万円 

 

４．庁舎建設に対する議会の関わりについて 

・平成１８年６月３０日 庁舎建設等特別委員会を設置（議員７名） 

・平成１８年度～２６年度まで４３回開催  

・その都度、議会へ当局案を諮り、議会の了承を得ながら進めてきた。 
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③ 調査結果（提言） 

    ・財政状況が厳しい中で、庁舎建設に対する町民への理解を得るために

丁寧な説明を求めます。 

    ・建設費用の縮減そしてランニングコストも精査して検討を進めるよう

求めます。 

    ・ＤＸ推進を進めるとともに、手続き窓口のワンストップ化を進めてく

ださい。 

    ・熱海市において、財政状況が厳しい状況によりコスト削減との考え 

から、既存庁舎を利用したことで複雑な庁舎となり、改修工事を行っ

た庁舎も１０年経過すると更に工事をしなければならない状況とな

った。財政状況にこだわりコスト削減にこだわった結果、もっと長期

的な判断が必要だったことや、追加経費が掛かってしまったことが 

反省点と伺いました。杉戸町においても慎重に協議をお願い致します。 

 

（２）阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」視察 

① 兵庫県神戸市 阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」 

    １９９５年１月１７日午前５時４６分、兵庫県淡路島北部を震源と 

 するマグニチュード７．３の地震が発生しました。高齢化が進む大都市を 

直撃し、６４００人を超える人命が失われるなど、甚大な被害をもたらし 

ました。人と防災未来センターは、この阪神・淡路大震災の経験と教訓を 

継承し、防災・減災の実現のために必要な情報を発信する施設です。 

 

② 視察概要 

 西 館 

２Ｆ 防災・減災体験フロア 

・近年、世界で起きている災害の実映像 

       ・災害時に役に立つ減災グッズを紹介 

       ・防災・減災ワークショップ 

３Ｆ 震災の記憶フロア 

・震災関係資料を提供者とともに展示 

・被害状況の映像や被災地の当時と今の映像、またパソコンでも 

紹介 

・復興過程の生活やまちの姿をメッセージとグラフィックで解 

 説 
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・ビデオで震災体験を紹介 

４Ｆ 震災追体験フロア 

・「５：４６の衝撃」地震破壊のすさまじさを大型映像と音響で 

体感 

・震災直後の町をジオラマ模型で再現 

・「このまちで生きる」復興に至るまでのまちと人、課題を紹介 

する映像 

     東 館 

１Ｆ 「こころのシアター」 

  実際に災害に遭遇した時にどうすべきかを問いかける映像を 

上映 

 

③ 調査結果（提言） 

 １月１７日の阪神・淡路大震災から２９年目を迎えたこの時に、「人と 

防災未来センター」を視察しました。予約制で平日ではありましたが、修 

学旅行生徒をはじめ一般の方が多く見学に訪れ、時期的なことは歪めま 

せんが関心の高さを感じました。 

 首都直下地震は３０年以内に７０％の確率で起きるとされています。 

杉戸町は、防災・減災に対する意識が非常に低いと感じます。２月９、  

１０日にすぎとピアで開催された協働型災害訓練も、自主防災組織や防 

災士に案内を出しているにも関わらず、杉戸町からの参加者は非常に少 

ない状況です。 

そのため、防災・減災を考える機会を多くする取組が大事です。自主 

   防災組織へお任せではなく、危機管理課が中心となって、積極的に助 

言・アドバイスを行う防災・減災研修会の開催、各地域での防災訓練の

充実、特に避難所開設訓練（ＨＵＧ訓練）を図るよう要望します。そし

て、災害対策本部訓練の毎年開催です。 

また、防災士による協議会の発足を推進していただきたい。これは防災 

士の資格を取っても、町にとってその資格を活かす機会が地区合同防災 

訓練などしかないことです。さらにこの要望は、防災士からの声です。 

防災強化策を毎年少しずつでも計画的に目に見える形で構築するよう 

強く要望します。 


